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「
油
木
神
儀
保
存
会
」
（
広
中
博
会
長
）
が
、
「
令
和
６

年
度
広
島
県
地
域
文
化
功
労
者
（
文
化
財
保
存
）」
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
賞
は
、「
広
島
県
の
多
彩
な
豊
か
さ
と
活
力
の
創
造

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
化
・
芸
術
・
学
術
の
振

興
、
地
域
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進
、
伝
統
的
産
業
、
風

習
の
保
存
研
究
等
を
通
じ
て
功
労
が
あ
っ
た
個
人
ま
た
は

団
体
を
表
彰
し
、
功
績
を
称
え
る
」
も
の
で
、
広
島
県
無

形
民
俗
文
化
財
「
油
木
神
儀
」
を
通
じ
て
の
地
域
文
化
の

振
興
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

広
島
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
宇
賀
拓
郎
油
木

神
儀
団
団
長
が
出
席
さ
れ
、
山
根
健
嗣
広
島
県
副
知
事
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
地
域
文
化
の
保 

存
と
継
承
に
尽
力
し
て
い
た
だ 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
受
賞
お 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

油
木
神
儀
保
存
会
は
、「
令
和
３
年
度
広 

島
県
教
育
賞
（
地
域
文
化
団
体
表
彰
）」 

も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

－地域（油木）の多様な「学びや活動をとおした人づくり／つながる場」が広がっていけば良いですね－
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１
月
１２
日
（
日
）
、
市
場
地
区
で
は
毎

年
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
と
ん
ど
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
積
雪
の
残
る
寒
い
天
候
で
し

た
が
、
多
く
の
地
域
の
方
が
「
し
め
飾
り
」

や
「
書
初
め
」
等
を
持
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

例
年
、
そ
の
年
の
「
年
男
・
年
女
」
に

あ
た
る
方
が
火
を
入
れ
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
年
は
２
名
の
方
に
よ
り
着
火
さ

れ
る
と
、
前
日
か
ら
役
員
が
組
み
上
げ
た

「
と
ん
ど
」
は
、
瞬
く
間
に
燃
え
上
が
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
会
場
で
は
「
ぜ
ん
ざ
い
・
豚
汁
・

お
酒
」
等
も
振
舞
わ
れ
、
竹
の
割
れ
る
大

き
な
音
が
響
く
中
で
市
場
地
域
の
懇
親

が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

松
藤
会
長
談 

 

「
今
年
は
巳
年
で
す
。
何
か
良
い
こ
と

が
起
こ
る
年
に
な
る
予
感
が
し
ま
す
。

楽
し
く
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」 

 
 

 
 

 
 

（
い
ち
ば
自
治
振
興
会
） 

  

 

 

油木神儀保存会

 

山
本
剛
久
さ
ん
（
南
ゆ
き
）
が
、「
令
和
６
年
度
地
方
行

政
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
賞
は
、「
地
方
行
政
に
お
い
て
、
そ
の
功
労
が
特
に

顕
著
な
教
育
委
員
会
の
委
員
等
を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰

し
、
そ
の
功
に
報
い
る
と
と
も
に
、
地
方
教
育
行
政
の
発

展
に
資
す
る
市
町
教
育
委
員
会
関
係
者
を
表
彰
す
る
」
も

の
で
、
山
本
剛
久
さ
ん
は
神
石
高
原
町
教
育
委
員
と
し
て
、

教
育
委
員
会
の
活
性
化
や
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
学
校
教
育
推
進
と
し
て
国
際
交
流
事
業
、

生
涯
学
習
推
進
と
し
て
人
権
教 

育
・
平
和
教
育
、
ま
た
、
保
護 

司
と
し
て
の
社
会
復
帰
支
援
等 

の
幅
広
い
活
動
が
挙
げ
ら
れ
て 

い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
地
域
教
育
力
の 

向
上
や
地
域
づ
く
り
た
め
に
ご 

指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

 

「
ゆ
き
の
灯
り
」
（
１
月
号
）
に
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
よ
う
に
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
令
和
６
年
度

第
７７
回
優
良
公
民
館
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）」
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
「
に
し
か
わ
化
石
館
を
生
涯
学
習
推
進
の
拠
点
」
に

据
え
て
、
油
木
を
中
心
と
す
る
地
域
教
育
資
源
を
活
用
し
た
、 

「
実
物
体
験
学
習
等
を
通
じ
た
地
域
理
解
の
取
り
組
み
」 

 

 

化
石
・
鉱
石
・
生
物
等
（
自
然
資
源
）
を
教
材
と
す
る
出
前 

授
業
や
主
催
事
業
等
、
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。 

実
物
教
材
に
触
れ
る
こ
と
が
、
学
習
者
（
子
ど
も
）
の
学
ぶ 

意
欲
を
更
に
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

「
地
域
で
学
ぶ
・
活
動
す
る
人
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
」 

 

講
師
と
し
て
、
地
域
を
中
心
に
研
究
・
創
作
活
動
等
を
行
う 

方
々
（
人
材
資
源
）
を
招
請
し
て
い
る
。 

 

講
師
自
身
の
卓
越
し
た
技
術
・
知
識
等
、
学
び
の
成
果
を
発 

揮
で
き
る
場
と
な
り
、
活
力
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 等
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
ら
「
油
木
の
宝
が
宝
（
子
ど
も
）
を
育
て
る
」
と
い
う
、「
社

会
教
育
を
基
盤
と
し
た
、
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）」
は
、
平
成

２９
年
に
は
「
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
」
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。 

  
 

 

 
 

 

      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令
和
７
年
が
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
！

写
真
提
供 

神
石
高
原
町
教
育
委
員
会
〈
下
左
右
〉 

 

 
 

掲載写真以外にも、多くの皆さんのご協力が高評価の対象となりました。感謝申し上げます。 

 

■
優
良
公
民
館
表
彰
の
趣
旨 

 
 

公
民
館
や
そ
の
他
公
民
館

と
同
等
の
社
会
教
育
活
動

を
行
う
施
設
の
う
ち
、
特

に
事
業
内
容
・
方
法
等
に

工
夫
を
こ
ら
し
た
活
動
を

行
い
、
そ
の
活
動
成
果
を

生
か
し
て
、
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
も
の
を
優
良
公
民
館
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表

彰
す
る
。 

 

 

！

ゆ
き
の
灯
り 

個人や団体等の学習や活動の成果が正当に評価される社会を「生涯学習社会」といいます

梅月
 

山本剛久さん（南ゆき）
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１２
月
２５
日
（
水
）、
福
岡
佑
映
先
生
の
指
導
で
「
お

花
畑
教
室
②
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
お
正
月
飾
り
」
で
、
「
松
竹
梅
」
を

基
本
と
し
た
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
の
あ
る
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。 

今
年
は
各
家
庭
の
お
正
月
が
、
例
年
に
も
増
し
て

華
や
い
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

■
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室 

（
１
月
１１
日
） 

 

赤
木
健
二
先
生
の
指
導
で
、 

 

「
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
」
を
体 

験
し
ま
し
た
。
生
芋
を
湯
が 

き
、
出
来
上
が
り
ま
で
の
工 

程
の
中
で
も
特
に
「
練
る
」 

作
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

■
お
茶
教
室
⑤
（
１
月
２５
日
） 

小
田
緑
先
生
と
神
石
高
原 

町
女
性
会
油
木
支
部
の
皆 

さ
ん
の
指
導
で
、「
お
茶
教
室 

⑤
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
新
春
」
を
テ
ー
マ
に
、 

「
釜
開
き
」
と
し
て
「
初
釜

茶
会
」
の
作
法
を
学
び
ま
し

た
。 

 

尾道市立御調西小学校児童から「化石出前授業」の感想が届きました。（抜粋） 

◇「本物のエイの歯」や「大きな爪」を見ることができてうれしかったです。 

 そのおかげで、化石のことが好きになりました。 

◇昔のものが今となっていろいろな所で掘り出され、そこから「どんな場所 

だったのか」「どのくらいの時代にいたのか」など、たくさんのことがわか 

ってとてもすごいと思いました。 

◇葉や石炭など、いろいろな化石が出てきてとてもうれしかったです。楽し 

かった思い出を忘れないようにしたいです。 

◇１６００万年以上前のものが遺っていて、すごいなと思いました。クリー 

ニングも初めてでしたが、たくさんの化石が見つけられて良かったです。 

◇化石が好きだからとてもうれしかったです。 

化石にはいろいろな種類があるとわかりまし 

た。実際に化石を掘り 

出して、とても楽しか 

ったです。 

 
 

～広島県内２３市町ツアー 神石高原町油木でフィナーレ～ 

御
調
西
小
学
校
で
は
「
化
石
出
前
授
業
」
の
復
習
を
兼
ね

て
、
後
日
、
三
次
市
（
君
田
）
で
採
集
さ
れ
た
岩
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
岩
の
中
か
ら
茶
色
を
し
た
謎
の

爪
楊
枝
状
の
異
物
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。（
上
写
真
） 

 

同
小
学
校
の
先
生
が
そ
の
岩
を
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
へ

持
ち
込
ま
れ
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
尾
森
武
尊
さ
ん
へ

デ
ー
タ
写
真
を
送
付
し
て
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
き
ま
し
た
。 

・
備
北
層
群
の
地
層
（
約
１６００
万
年
前
）
か
ら
出
土
し
た
泥
岩

で
、
お
そ
ら
く
「
ウ
ニ
の
棘
の
化
石
」
で
は
な
い
か
。
岩

が
あ
っ
た
場
所
は
、
牡
蠣
の
化
石
が
出
る
程
度
の
浅
い
海

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

・
実
際
に
実
物
を
見
な
け
れ
ば
確
定
は
で
き
な
い
が
、
特
徴

は
い
く
つ
か
合
致
し
て
い
る
。 

 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

備
北
層
群
は
油
木
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ

よ
う
な
化
石
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
調
査
研
究
に

よ
っ
て
油
木
で
新
し
い
発
見
も
期
待
で
き
ま
す
。
地
域
財

産
・
資
源
へ
対
す
る
「
理
解
」
と
「
教
育
的
価 

値
再
考
」
は
必
要
不
可
欠
で
す
ね
。 

 
 

   
 

 

－映画上映会のお知らせ－ 

 日時：令和７年３月２０日（木：祝日） １３：３０～ 

 会場：さんわ総合センター やまなみ文化ホール 

 お問い合わせ：さんわ総合センター 

        ☏ ０８４７－８５－３０９７ 

 

新
年
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
元
気
な
子

ど
も
た
ち
は
寒
風
に
も
負
け
ま
せ
ん
。 

 

 

－自立した子を育てる 親のかかわり方－（参考：新潟県教育委員会・新潟県地域家庭教育推進協議会「家庭教育支援ハンドブック」）  ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

日頃から心がけておきたいこと 

★子どもの話をよく聞いて、信頼関係を築きましょう 

★当たり前のことやできたことをほめて、自信を持たせましょう 

自分からやろうと決めたことを、親が見守り、励ます姿勢が 

大切です。 

 

 

 

親がさせるのではなく、子どもの「自分でできた！」を大切にする

 

 

伸びるチャンスです！

親ができる手助け 

① どうしたらできるようになるか、ど

んなことをがんばるか、相談にのっ

て一緒に考える。 

② 自分にできそうなものを子ども自身

に選ばせる。 

③ ステップが少しでもできたら、ほめ

て励ます。 

④ 決めたことを達成できたら、がんば

った子ども自身をほめる。 

 

 

 

－備北層群－ 

三次～庄原～新見を含む吉備高原一帯に

散在し、ビカリア等の化石が産出する。 

「化
石
出
前
教
室
」

後
日
譚

 

お問い合わせ 油木協働支援センター ☎：82-0701 

 


